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平成１６年に世界遺産に登録され、平成２７年に開創１２００年を迎えた高野山。ひんやりと涼しい夏場が
人気ですが、冬にはまた違った表情を見せてくれます。

厳寒の高野山に臨むには防寒着などの備えが必要になりますが、雪の高野山では、白銀に朱色が映え
る静寂の世界が皆さんを出迎えてくれます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
関西広域連合について  

 
 

11 月 25 日 、関 西 広 域 連合 は設立 10 周年を迎え、記念式典とシンポジウ

ムが行われ ま し た。そ れ に先 立ち、臨時の広域連合委員会が開かれ、井戸敏

三連合長の 勇 退 に 伴 い 、私 が 連合長に選ばれ、連合長として 12 月 4 日から

の 2 年間、 関 西 広 域 連 合を 率 いるということになりました。  
関西広域連 合 は 県 レ ベ ルで は初めての広域連合でありまして、関西の各府

県と政令指 定 都 市 が 参 加し て います。これができた 10 年前も、経済や交通

の発達によ り 、明 治 時 代 に定 まった都道府県をこえる行政課題が増加し、経

済界などか ら は、県 の バ ラバ ラな行政が発展を阻害するので、県を廃止して

道州に統合 せ よ と い う よう な 意見が強くなってきていました。  
しかし、一 方 では 、県 が あるからこそ守られてきたそれぞれの地方の生活

が、取り残 さ れ て し ま う ので は ないかという懸念の声もありました。そこで、

県は残しな が ら、広 域 で 連携 協力して行政ニーズに応 えるため、広域連合の

制度を活用 し て 連 合 体 を作 ろ うとして出来上がったのが、関西広域連合であ

りました。  
関西は一つ 一 つ と 揶 揄 され た状態から、団結して東京と並ぶ国の双眼構造

の 1 つの核 を め ざ そ う とい う 理想もあり、地方分権の一つとして国の出先機

関の移管を 受 け る 受 皿 とな ろ うという目論見もありました。  
その 目 論 見 は 実 現 し て い ま せ ん が 、 井戸 連 合長 の リ ー ダー ジ ップ の も と、

ドクターヘ リ の 統 合 運 用、東 日本大震災の際のカウンターパート支援、紀伊

半島大水害 へ の 救 援、広 域 イ ンフラの目標、北陸新幹線の促進、コロナ対策

の協力など 、様 々 な 広域行 政 が実現し、さらに、各首長が随時集まって、次

なる協力を い か に す る か意 見 交換をし、迅速に対応できる体制ができていま

す。  
この 10 年 間 、 私 は 副 連 合長として井戸連合長を支えてまいりましたが、

井戸連合長 の リ ー ダ ー とし て の献身ぶりには頭が下がる思いです。私も関西

の発展のた め 、 関 西 広 域連 合 の深化のためがんばりたいと思います。  
 

 

 

 

和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

11/26 記者会見室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         
 

●この春、新たに４つめ、５つめの大学が誕生します！                 

 
公立大学法人和歌山県立医科大学の「薬学

部」が、１０月２３日に文部科学大臣の設置

認可を受け、さらに、学校法人響和会が旧和

歌山市民図書館を利用して開校を目指す「和

歌山リハビリテーション専門職大学」が、１

０月３０日に文部科学大臣の設置認可を受

け、両大学は令和３年４月に開学することが

決定しました。 
このことにより、これまで県と和歌山市が共に取組を続け、平成３０年４月の東京医療

保健大学和歌山看護学部の創設を皮切りに実現しはじめた和歌山市中心部の活性化に向け

た大学誘致等について、この春で５大学が誕生することとなります。 
なお、５大学とは、平成３０年４月開学の東京医療保健大学看護学部大学、平成３１年４

月開学の和歌山信愛大学、令和２年４月開学の宝塚医療大学和歌山保健医療学部と、和歌

山県立医科大学薬学部、和歌山リハビリテーション専門職大学のことで、この５大学の生

徒数は実に２０００人に上ります。 
和歌山県立医科大学の薬学部の開学は、医学部と保健看護学部を併設する当学に薬学部

を新設することで、医療系総合大学としてのさらなる充実等を目指すものであり、和歌山

リハビリテーション専門職大学は、理学療法士・作業療法士の専攻科を設け、実践的な職業

教育を行うことを目的としているところですが、他の大学と共に、卒業生の県内定着によ

る地域医療を担う人材の育成や、県内進学の選択肢の増加と若者の都市部流出の抑制、学

生や教職員と地域の人々との交流、様々な経済活動の営みによる街の賑わいの創出に大変

貢献してくれます。 
本県は、平成３０年度に、昭和５３年度から４１年間続いていた県外進学率のワースト

１位を脱しています。今後さらに、地域に必要な知識や技術を学ぼうとする若者が集まり、

和歌山県に愛着を持ち、和歌山県を支える人材となってくれることを願います。 
【５大学の生徒数等】 
平成３０年：東京医療保健大学看護学部大学       生徒数 360 人 

平成３１年：和歌山信愛大学              生徒数 320 人 

令和 ２年：宝塚医療大学和歌山保健医療学部      生徒数 400 人 

令和 ３年：和歌山県立医科大学薬学部         生徒数 600 人    

令和 ３年：和歌山リハビリテーション専門職大学  生徒数 320 人      計２，０００人 
 
【薬学部の詳細情報】 

和歌山県立医科大学のホームページを御覧ください。 

https://www.wakayama-med.ac.jp/ 

薬学部開設準備室担当者：村部、小西 

連絡先：０７３－４４１－０８８２                          
ＱＲコードはこちら→ 

薬学部校舎（伏虎キャンパス）の様子 
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                          今月の和歌山県政トピックス 
 

●地震被害のあったトルコ共和国に和歌山県から見舞金を贈呈しました                  

 
令和２年１０月３０日にトルコ共和国西部のエー

ゲ海を震源とする大地震が発生し、同国では多数の

死傷者を出す等、大きな被害に見舞われました。 
このことを受けて、エルトゥールル号遭難事件をき

っかけとして、これまで日本とトルコ共和国との友

好関係を紡いできた本県は、１１月２０日、知事が駐

日トルコ共和国大使館を訪れ、メルジャン駐日トル

コ共和国大使に見舞金を贈呈しました。 
エルトゥールル号遭難事件とは、明治２３年（１８９０）９月１６日に樫野崎沖で、オス

マン帝国のフリゲート艦・エルトゥールル号が台風により遭難し、５００人以上の乗組員

が死亡した海難事故です。エルトゥールル号は１６日の深夜に樫野崎の沖合で衝突・座礁

し、海に投げ出された乗組員等は樫野埼灯台の灯火を頼りに海岸に辿り着きました。事故

後、地域住民の救助や介抱により、６９人が本国に生還しました。また、遺体や遺品の回収

も行われ、犠牲となった方々は遭難者墓地に葬られました。この事件発生から１３０年の

時を経た今も、本県とトルコ共和国は、深い絆で結ばれています。 
現在、この地震による被災者を支援するため、和歌山県及び県内３０市町村が一体とな

って義援金を募っています。 
【2020 トルコ西部イズミル県地震災害義援金 募集について】 

○事務局：和歌山県国際課  ○実施主体：和歌山県、串本町 
 
◇義援金受入口座（口座名義はいずれも「和歌山県トルコ震災を支援する会」） 

・紀陽銀行        県庁支店  普通  414310   

・きのくに信用金庫   本店営業部  普通  2671779      

・和歌山県信用農業協同組合連合会本所  普通   0008102                                                                                                        

 

●「樫野埼灯台及びエルトゥールル号遭難事件遺跡」が国史跡に指定されました   

 
 一方、知事の大使訪問と時を同じくして、串本町

にある県内最大の島、紀伊大島の東端の樫野崎に立

つ「樫野埼灯台」と、明治２３年にオスマン帝国の軍

艦エルトゥールル号が衝突・座礁した「船甲羅（ふな

ごうら）」、生存者が泳ぎ着いたとされる「避難者上

陸地」、犠牲者を葬った「避難者墓地」からなる『樫

野埼灯台及びエルトゥールル号遭難事件遺跡』が、

１１月２０日に国の文化審議会の審議・議決を経て、

国指定史跡とするよう文部科学大臣に答申されました。 
樫野埼灯台 

メルジャン駐日トルコ共和国大使に見舞金を贈呈する知事 
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今月の和歌山県政トピックス                          
 

この日、本県の史跡としては、中世に紀伊国で大き

な勢力を誇った武士団にまつわる「湯浅党城館跡」

（湯浅町・有田川町）も答申されており、今回指定

となれば、県内の国指定史跡は３０件となります。 
樫野埼灯台は、「日本の灯台の父」と呼ばれるイ

ギリス人技師Ｒ・Ｈ・ブラントンにより建設された

日本最初期の石造灯台で、明治３年（１８７０）に 
初点灯されて以来、現在も現役灯台として機能して

います。また、灯台のレンズを回す水銀式回転機械

装置は、日本機械学会の「機械遺産」に認定されてい

ます。 
樫野埼灯台は我が国の近代最初期の灯台として良

好に保存されており、明治初期の交通施設として大

変貴重な施設です。また、エルトゥールル号遭難事

件遺跡は１３０年前に発生した海難事故とその後の

行政・国際交流・慰霊・防災の歴史を示す貴重な遺跡

です。今回指定されれば、一つの事象に関連する文化遺産群の

指定となり、非常に珍しい事例の史跡となります。 
県では、平成２３年度からエルトゥールル号遭難事件に関す

る国指定史跡を目指して準備を進めてきました。文化財的評価

を行うため調査研究を開始し、トルコ共和国大使館武官をアド

バイザーとして迎え、平成２４年度に調査研究報告書を刊行し

ました。その後、史跡指定に向け文化庁、海上保安庁等との協

議を行い、平成２８年には、昭和３４年に県史跡に指定した「ト

ルコ軍艦遭難者墓地」に「船甲羅」、「樫野埼灯台旧官舎」、

「遭難者上陸地」を追加指定し、「エルトゥールル号事件関連

遺跡群」に名称変更しました。 
関係各所との協議が整ったことから、令和２年１月に串本町教育委員会から文化財保護

法第１８９条に基づき、史跡指定に関する意見具申書が提出され、文化庁へ進達。文化庁か

ら文化審議会に諮問され、令和２年１１月２０日の答申に至ります。 
なお、今年は樫野埼灯台初点灯から１５０年であるとともに、エルトゥールル号遭難事

件から１３０年の節目の年を迎えています。今回、国史跡指定となれば、樫野埼灯台を守り

続けてきた皆さんをはじめ、この遺跡に関する多くの皆さんへの最高の贈り物となること

でしょう。また、この朗報がトルコ共和国の皆さんにも届き、被災された方々の気持ちを少

しでも晴れやかにしてくれればと願っています。 
 

避難者墓地 

避難者上陸地 

船甲羅（ふなごうら） 
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                          今月の和歌山県政トピックス 
 

●今なお就職活動中の優秀な学生確保に対する取組について                  

 
 今般のコロナ禍により、急激に業績が悪化した

企業が採用を中止したり、内定を取り消したりす

るケースが発生し、また、感染リスクを避けるた

めに就職活動が遅れてしまう等、現在、急速に変

化した雇用環境、就職戦線に苦戦を強いられてい

る学生が全国的に多くいます。 
 一方、和歌山県内の企業には、従来から、十分

な人材を採用できていないことが成長阻害要因となってきたという背景があります。 
県内企業の採用活動は既に９月末で終了しているところが多い状況ではありましたが、

県から、就職が決まらなくて困っているような方々に、もう一度チャンスを差し上げられ

ないかと呼びかけたところ、「このような機会であればこそ、優秀な学生を是非獲得した

い。」と、県内企業２０社が手を挙げてくれました。 
２０社も集まっていただけるなら、学生の皆さんの選択の幅も広がるだろうと考え、ま

た、和歌山県内の企業に就職を希望される方は、関西に多くいることが見込まれるため、大

阪市内の阪急グランドビルにおいて、１１月２８日（土）に「わかやま就職フェア in 大阪」

を開催しました。 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される状況ではありましたが、参加企業の

方々から『優秀な学生を直接見極めたい』という強い希望もあり、感染防止対策を十分にと

りながら、説明会の開催は各企業のブースを設けた対面形式で行うこととしました。また、

一方で、当日会場まで来られない学生に配慮し、Ｗｅｂによる参加も可能にしました。 
当日は、２０２１年卒、２０２２年卒予定者を合わせて５５名（うち１０名がＷｅｂ）が

参加し、企業の採用担当の方々の話を熱心に聞くとともに、色々な質問を行い、将来の職場

選びに熟考を重ねている様子でした。 
このような苦境にめげず立ち向かう学生の皆さんを、和歌山県は応援します。 

【参加企業の方々（※順不同）】 
＜ 製   造 ＞ （株）オーエ、（株）インテリックス、東洋ライス（株）、協和プレス工業（株）、 

          菱岡工業（株）、（株）スミロン、ワコン（株）、中田食品（株）、 

         （株）早和果樹園、ワコーグループ 

＜ 情   報 ＞ （株）クレアネット 

＜ 建   設 ＞  紀の国住宅（株）、小池組（株） 

＜ ホ テ ル ＞  加太淡嶋温泉大阪屋ひいなの湯、（株）白浜館 

＜ 小   売 ＞ （株）オークワ、（株）松源、（株）プラス 

＜サービス業＞  １１７グループ（いいなぐるーぷ）、（株）フジテレコムズ              

 

 

 

コロナ後の世界で活躍する優秀な人材を 
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●和歌山県花を愛する県民の集いが４０周年を迎えました                  

 
 今年発足４０周年を迎えた「和歌山県花を愛

する県民の集い」は、昭和５５年に和歌山県議

会議員であった二階俊博自由民主党幹事長が

「花とみどりに彩られた郷土づくり」を実現す

るために発足された会です。 
１１月７日には、二階（和歌山県花を愛する県

民の集い）会長の出席のもと４０周年記念大会

が開催されました。 
和歌山県花を愛する県民の集いでは、これまで花いっぱいコンクールの開催や花いっぱ

い運動の推進に貢献された方々を表彰する等により、県内に花を育てる文化を広げてくれ

ました。 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の時期が重なったにも関わらず、例年開催してい

る花いっぱいコンクールには、昨年度とほぼ同数の１１４作品の応募があり、学校の部で

は、自分たちが育てた苗や花を配り、地域との交流が広がるとともに、子供達が自ら花を育

てることでその美しさを感じ取り、小さな生命を慈しむ豊かな心が養われるなど、本県の

大きな財産になっています。また、受賞者をはじめ皆さんの日々の取組により丁寧に管理

された美しい花壇や庭が、地域を豊かにする憩いの場となり、新たな交流の場となってい

ます。 
４０周年記念大会では、ＮＨＫ番組「趣味の園芸」等に御出演されて

いる園芸家の杉井志織（すぎい しおり）氏による「楽しい園芸のスス

メ～暮らしは楽しい方が良い～」と題した講演の後、二階会長、門衆議

院議員、岸本県議会議長、尾花和歌山市長と知事により、ベニバナトキ

ワマンサクの記念植樹を行いました。 
杉井氏の講演では植栽事例や作業を楽しくするための工夫等のお話

があり、普段から花を愛する参加者の皆さんは、熱

心に聞き入っていました。 
また、４０周年記念行事として、９月には田辺市

で、１０月には和歌山市で、花苗を植栽する「花の

まちづくり体験」が開催され、子供から高齢者まで

多くの方が参加され、大変好評であったとのことで

す。 
来年は、和歌山県誕生１５０年の年であり、本県では紀の国わかやま文化祭２０２１を

開催します。花を愛する県民の集いの皆さんの協力をいただき、花いっぱいでゴミひとつ

ない綺麗な和歌山に、全国の皆さんをお迎えしたいと思います。       

二階会長、御来賓の方々と知事による記念植樹の様子 

杉井志織 氏 

「花のまちづくり体験」和歌山市会場の様子 
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●「わかやまジビエフェスタ」が１０回目を迎えました                  

 
 猟師の高齢化や耕作放棄地の増加、暖冬などの影響

によりイノシシやシカが増え、農作物への被害が全国

的な問題となっています。本県では、平成２０年度か

ら本格的に野生鳥獣の被害対策に取り組むとともに、

捕獲したイノシシやシカを地域の食資源として有効

活用する「わかやまジビエ」を推進しています。 
わかやまジビエとは、和歌山県内で捕獲され、食品

営業許可を得た県内施設で処理加工された野生イノ

シシとシカのことです。 
本県では、安全で安心なジビエの提供を目的とし

て、一定の衛生基準を満たした解体処理施設を認証す

る「わかやまジビエ処理施設衛生管理認証制度」を推

進しています。また、全国に先駆け、ジビエの脂の厚

さや色等を基準に等級を付ける「わかやまジビエ肉質

等級制度」に取り組み、品質に見合った格付けと価格

設定により、市場での信頼性確保を目指しています。 
そのような取組と共に実施してきた「わかやまジビ

エフェスタ」が今年で１０回目を迎えています。参加

店舗数は過去最多の７７店舗となり、今回はＢＢＱで

ジビエを楽しむこともできます。 
当イベントでは、プレゼントキャンペーンやインス

タグラムによるフォトコンテストの他、今年６月にオ

ープンした南海和歌山市駅直結の「キーノ和歌山」で

「ジビエマルシェ」を開催します。詳しくは専用ＨＰ 
を御覧ください。新型コロナウイルス感染症やインフルエンザに気をつけて、お店でもお

家でもジビエ料理をお楽しみいただきたいと思います。 
【わかやまジビエフェスタ ＜令和２年１２月１日（火）～令和３年２月２８日（日）＞】 
◇専用HPについて 

  11月5日にリニューアルしました！ 

https://www.wakayama-gibier.com 

◇プレゼントキャンペーンについて 

  期間中に各参加店舗でジビエ料理を食べると応募ハガキがもらえます。 

  御応募いただいた方から抽選で20名様に5,000円相当の｢ジビエ詰め合わせ｣をプレゼントします。 

◇ジビエマルシェについて 

  キーノ和歌山 1 階｢ROCK STAR FARMs｣で、令和 3 年 1 月 23 日(土)、24 日(日)、2 月 20 日(土)、

21 日(日)の 4 日間、ジビエのテイクアウトメニューを販売する「ジビエマルシェ」を開催します。詳細

については後日資料提供します。                                    

鹿肉のロースト赤ワインソース 

猪のローストと仔牛のリードヴォーの 

ゴルゴンゾーラ 牛蒡と山苺のソースで 

ボタン鍋御膳 

ＱＲコードはこちら → 



 - 8 - 

今月の和歌山県政トピックス                          

 

●令和２年度和歌山県文化表彰                           

 
 本県の文化の向上発展に貢献した

個人、団体の方々にお贈りする和歌

山県文化表彰の表彰式を１１月１６

日に執り行いました。 
昭和３９年から実施している和歌

山県文化表彰は、文化賞の他、文化

功労賞、文化奨励賞の３種からなり、

本年度で５７回目を迎えます。 
今年度は、文化の向上発展に特に顕著な業績を示し、和歌

山県の誇りに値すると認められる方を表彰する「文化賞」を

高野口町（現橋本市）出身の神﨑亮平（かんざき りょうへ

い）氏にお贈りしました。神﨑氏は、生物学者として、最先

端の生物学、ロボット工学、コンピュータ科学など広範な学

際的アプローチにより、生物機能利用の研究を世界に先駆け

て展開され、様々な成果をあげておられるとともに、東京大学先端科学技術研究センター

所長として、大勢の科学者等の方々を束ねて学際的な研究を主導しておられます。 
文化功労賞の故 尾﨑斎晃（おざき よしあき）氏は、版画家として日本の懐かしい風景や

建物を白と黒のシンプルな世界で表現した多くの作品を生み出され、国内外で積極的に発

表されました。小山譽城（こやま よしき）氏は、歴史学者として長年にわたり徳川御三家

の付家老や紀伊徳川家と将軍家の関係について研究を続けられ、実態を解明し、その存在

意義を明らかにされました。 
文化奨励賞の尾上菊透（おのえ きくゆき）氏は、日本舞踊家として幼少から「和歌山名

流舞踊会」で研鑽を重ねられ、現在は、歌舞伎公演や宝塚歌劇等の振り付け指導をされるな

ど、従来の枠を超えた活躍をされています。 本好美（つじもと よしみ）氏は、尺八奏者

として国内外の演奏活動で成功を収められ、洋楽をカバーする演奏スタイルに海外から熱

い視線が注がれています。中谷政文（なかたに まさふみ）氏は、ピアニストとして海外の

コンクールで受賞を重ねる傍ら、ピアノ演奏・教授法に係る博士号を取得されています。熊

野速玉大社祭事保存会（くまのはやたまたいしゃさいじほぞんかい）の方々は、長年にわた

り、松明を持った白装束の男達が神倉神社の急峻な石段を駆け下りる勇壮な神事「御燈祭」

等の祭礼の執行、運営を通して伝統文化の継承に重要な役割を果たしておられます。 
受賞された皆様の御功績を称えるとともに、後世に伝えてまいりたいと存じます。 

 

 

 

受賞者の皆さんと知事（前列） 

受賞者代表挨拶をされる神﨑氏 
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●令和２年度和歌山県名匠表彰                           

 
 本県では、伝統ある貴重な工芸品や生活用品の製作等の技

能を守り、地域社会における技術文化の向上発展に功績のあ

る方に、昭和４９年度から「名匠表彰」をお贈りし、その御

功績を顕彰しており、今年度で４７回目を迎えます。 
今年度は、橋本市で製竿師として紀州へら竿を製作してお

られる山上寛恭（やまうえ ひろやす）氏を表彰しました。 
山上氏は高校卒業と同時に、へら竿作りの名人といわれた

父の山上高司氏に師事し、竿師としての道を歩み始めまし

た。しかし、同年末に高司氏が亡くなったため、叔父の山上 
文雄氏のもとで修行を積み、その後２３歳で独立します。父

の竿銘「こま鳥」の２代目を引き継ぎ、これまで２，０００本以上のへら竿を製作してこら

れました。 
紀州へら竿は、１００年以上の歴史を持つ国の伝統的工芸品です。製作には、竹伐り、生

地組み、荒火入れ、糸巻き、漆塗り、穂先削りなど、１３０もの作業工程があり、繊細で卓

越した技術と経験が要求されます。山上氏は、その全工程を約１年かけて一人で、しかも、

ほぼ全ての工程を手作業で仕上げられます。山上氏が釣り道具としての機能美にこだわり、

１本１本丁寧に作られたへら竿は、握り部分に卵殻を施すなどのデザイン性や芸術性も兼

ね備えており、使用者から「一生もの」と絶賛されています。 
また、山上氏は平成２０年から２年間、紀州製竿組合の組合長を務められ、各地での展示

会や全国ヘラブナ釣り選手権大会を開催される等、へら竿の普及にも尽力しておられます。

また、若手にも惜しみなくその技術を伝え、熱心な指導により後継者育成に励んでおられ

ます。 
このように、熟練の技を持った技術者としてだけでなく、紀州へら竿の伝統的な製作技

術を後世に引き継ぐ重要な役割を担っておられ、その功績は誠に大きなものがあります。 
山上氏は、平成２８年に和歌山県技能賞を受賞、平成３０年には伝統工芸士に認定され、

令和元年には、伝統的工芸品産業功労者等経済産業大臣表彰を受賞されています。そして、

令和２年には、伝統工芸業務に功労があったとして、秋の叙勲において瑞宝単光章を受章

されました。本県の伝統文化や技術を引き継がれる方がこのような評価を受けたことを大

変嬉しく思います。 
県では今後も、県内に伝わる素晴らしい技術文化を絶やさぬよう、顕彰事業等の様々な

施策に取り組んでまいります。                  

 

 

 

神経を研ぎ澄ます山上氏 
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●令和２年度技能賞・青年技能賞                           

 
 本県では、県内の優秀な技能者を表彰すること

により、広く県民に対し、技能尊重の気運の醸成を

図るとともに、技能者の地位及び技能水準の向上

を図ることを目的に、毎年「技能賞・青年技能賞」

の表彰を行っています。 
 技能賞は昭和４５年度に創設し、令和元年度ま

でに延べ６６７名の方に、青年技能賞は平成１６

年度に創設し、令和元年度までに延べ４４名の方にお贈りしています。 
今年度は１１月５日に知事室において表彰式を開催し、６名の方に知事から表彰状をお

贈りしました。 
それぞれの賞の対象者、受賞者の方々の経歴等は以下のとおりです。 
県では今後ともこのような顕彰事業により、技能尊重の気運醸成と技能者の機能水準の

向上を図ってまいります。 
【令和２年度 和歌山県技能賞・和歌山県青年技能賞 概要（※順不同）】 
◇和歌山県技能賞＜１５年以上の実務経験を有する３５歳以上の優秀技能者＞ 
 

 森田 和昭（もりた かずあき）氏 ５９歳（製竿師） 自営  橋本市  
製竿師であった叔父に入門、その後、父の師事を得て、昭和６３年 10 月に独立。 

独自の技法を活かした竿製作に取り組む。紀州へら竿の伝統的工芸品指定にも貢献。 
 

岡 秀紀（おか ひでき）氏 ５２歳 （板金加工）勤務先：（株）坂口製作所（有田川町）  
入社以来、一貫して板金加工における切断・型抜き工程に従事し、品質と生産性 

の向上に貢献。板金製品技能コンテスト連続入賞に中核メンバーとして貢献。 
 

且耒 倫之（あっそ ともゆき）氏 ４２歳 （造園）勤務先：（株）東陽園建設（和歌山市）  
1 級造園技能士をはじめ、造園に必要な資格免許を数多く取得。また、技術指導講習 

の講師を務めるなど若手技能者の育成にも貢献。 

 

◇和歌山県青年技能賞＜７年以上の実務経験を有する３５歳未満の優秀技能者＞ 
 

町田 智哉（まちだ ともや）氏 3２歳 （漆器）勤務先：町宗工芸（海南市）  
平成２４年に入社。紀州漆器協同組合青年部において、ものづくり委員を務めるなど、 

地元漆器業界において若手の中心人物として紀州漆器の PR に貢献。 
 

栗原 貴宏（くりはら たかひろ）氏 ３２歳（塗装）勤務先：（株）栗原塗装（和歌山市）  
平成２１年に塗装工として入社。住宅等の塗装業務に従事するなか、技術向上に努め 

ている。建築塗装作業と鋼橋塗装作業の２つの１級技能士の資格を持つ。 
 

菅 彰吾（すが しょうご）氏 3０歳  （機械加工）勤務先：（株）島精機製作所   

平成２１年に入社以来、コンピュータ横編機の組立調整業務に従事。横編機の量産体制 

の確立にも貢献。機械組立仕上げと治工具仕上げ作業の 1 級技能士の資格を持つ。 

                                               

 

今後益々の御活躍を期待いたします 
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●この冬「有田みかん」を使った２つの食品が販売されます                  

 
 県では、わかやま産品ブランドの向上と県産食材の認知度向上を目的に、食品メーカー

や大手企業への県産品採用に向けた取組を行っています。 
この度、カゴメ株式会社から有田みかん果汁を使った商品と、株式会社セブン－イレブ

ン・ジャパンから和歌山県産の有田みかんを使った商品が発売されていますので御紹介し

ます。 
【野菜生活１００ 有田みかんミックス 概要】 
 
販 売 期 間：令和２年１１月 2４日（火）～令和３年２月中旬頃までの期間限定販売 

       ※在庫がなくなり次第終了 

容 器 ・ 価 格：１００円前後（税別）／１９５ml 紙パック 

発 売 地 域：全国の量販店、コンビニエンスストア 他 

商 品 特 徴：和歌山県産の有田みかん果汁が使用され、豊かな香りとコクのある甘さ   

をお楽しみいただけます。また、パッケージ側面では、和歌山県の PR 

キャラクターであるきいちゃんと、有田みかんや産地にまつわるストー   

リー動画を視聴いただけるＱＲコードが掲載されています。 

☆有田みかんの紹介動画 ＱＲコード → 

 
 
【有田みかんサンド 概要】 
 
販 売 期 間：令和２年１２月２日（水）から順次発売 

容 器 ・ 価 格：２８７円（税別） 

発 売 地 域：近畿2府４県のセブン-イレブン店舗2,769店（令和２年10月末現在） 

※一部店舗により取り扱いのない場合があります。 

商 品 特 徴：全国有数のみかん産地である和歌山県の有田地域で栽培された 

みかんがたっぷり使用されています。クリームの甘みと有田みかん        

の程よい酸味がマッチした味わいをお楽しみください。 

 

◇和歌山県では令和２年度から「おいしく食べて美しくなるプロジェクト」を展  

開し、美容を切り口に和歌山県産食材のさらなる魅力発信に取り組んでいます。 

 

【お問い合わせ先】和歌山県庁農林水産部食品流通課 鳥居、山崎 

         電話０７３－４４１－２８１４ 
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●「わかやま・まることスタンプラリー」実施中                        

 
 観光客の皆さんに、楽しみながら県内を周遊してもらえるよう、「蘇りの地、わかやま」

キャンペーンの第１弾として、県内各地の観光スポットを回る「わかやまの休日 2nd」、古

事記・日本書紀に縁のある地を巡る「わかやま記紀の旅 周遊スタンプラリー」、県内全域

８００ｋｍを超えるサイクリングロードを満喫していただく「WAKAYAMA800 モバイル

スタンプラリー 3rd season」を実施していましたが、さらに１０月３０日からスマートフォ

ン等を活用した２つのスタンプラリーを実施していますので御紹介します。 
 それぞれのスタンプラリーにおいて、獲得したスタンプ数に応じて、抽選で賞品をプレ

ゼントする他、それぞれ全てのスタンプを獲得した人には「完全達成者賞」をプレゼントし

ます。アプリをダウンロードし、必要項目を登録するだけで参加できます。 
 詳しくは「わかやま・まるごとスタンプラリー」ＨＰ（https://wakayama-stamprally.jp/）を

御覧いただくか、各市町村観光部局や観光協会、県観光振興課で無料配布している冊子を

御覧ください。なお、冊子は無料で配送しておりますので、御希望の方は、和歌山県観光振

興課（電話０７３－４４１－２７７５）までお問い合わせください。 
  
【わかやま歴史物語 人物編（江戸～近代）】  

神話の時代から近代に至るまで、和歌山県内各地に残る歴史を「100 の旅

モデル」として紹介している「わかやま歴史物語」。その中から江戸時代以

降に活躍した人物に縁のある 28 の旅モデルを紹介する冊子「わかやま歴史

物語 人物編（江戸～近代）」を新たに制作しました。 

昨年まで実施し、好評を得ていた「わかやま歴史物語スタンプラリー100」

をリニューアルし、人物編の旅モデルの 28 コースを巡るスタンプラリーを実

施します。 

 
【水の国、わかやま。】  

滝、絶景、アクティビティなど水にまつわる観光資源を紹介している  

「水の 国、わかやま。」。 

その中で「滝」と「絶景」の２つのコースを巡るスタンプラリーを実施し  

ます。 

さらに水に触れ、楽しんでいただくため、水にまつわる体験メニュー 

を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※アプリのダウンロードはこちら → 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」などの分野

で活用させていただいております。 

また、今年度から「新型コロナウイルス

感染症対策」、「子供たちの教育環境の充

実」、「犬・猫の殺処分ゼロを目指す活動

への支援」の３つを寄附メニューに追加

しました。（次頁参照） 

御寄附につきましては、申出からクレ

ジット決済等までを同時に行うことが可

能なふるさと納税総合サイトが大変便利

です。 

１２月から「ふるさとチョイス」に加え、       

「ふるなび」、「ＡＮＡのふるさと納税」 

からも申出いただけるようになりました。 

ぜひ御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以 

上の御寄附をいただいた方には、和歌山県 

優良県産品（プレミア和歌山）として県が 

認定した商品の中から、事業者の協力を得 

て選定した返礼品の中から１品をお選びい 

ただけます。 

昨年度から返礼品の拡充を行い、寄附金 

額に応じて返礼品を選んでいただけるよう 

になりました。和歌山県が誇る優良産品 

（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

各ポータルサイトの QR コードはこちら↓ 

   ふるさとチョイス       ふるなび        ANA のふるさと納税 

 

 

 

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合 
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円 
700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円 
1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円 
1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円 
2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お 知 ら せ                                
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 新型コロナウイルス感染症の対策をすすめます。 
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                             お 知 ら せせ 

 

令和２年度 お礼の品一覧 
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お 知 ら せ                                
 
令和２年度 お礼の品一覧 
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                             お 知 ら せせ 

 
令和２年度 お礼の品一覧 
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お 知 ら せ                               

 
令和２年度 お礼の品一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

返礼品２５７品のうち、３３品を御紹介しました。 

なお、Ｈ１３６～Ｈ１４８は申込みを終了しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、ふるさと納税ポータルサイトを御覧 

ください。 

     

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ★お問合せ窓口★ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、森本、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(１２月～令和３年１月)    

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

12 月上旬 冬の風物詩「海霧」 串本町・田原の海岸 串本町観光協会 

0735-62-3171 

12 月上旬 センリョウの収穫 印南町・真妻地区 印南町役場産業課 

0739-42-1737 

12 月中旬 
熊野本宮大社で 

大しめ縄張り替え 田辺市・熊野本宮大社 熊野本宮大社 

0735-42-0009 

12 月下旬 
ツキノワグマ「ベニー」 

仕事納め（冬眠） 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

1 月上旬 新春初泳ぎ 田辺市 
・田辺扇ヶ浜海水浴場 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

1 月中旬 ニホンスイセン見頃 
串本町・樫野埼灯台周辺 串本町観光協会 

0735-62-3171 

由良町・白崎海岸 由良町産業建設課 

0738-65-1203 

1 月中旬 
古道にコセリバオウレンと

バイカオウレン 田辺市中辺路町 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

1 月中旬 巨大張り子の登場 田辺市・川湯温泉 熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月下旬 
日本一の生産量 

スターチスの出荷最盛期 御坊市 ＪＡ紀州 

0738-22-2480 

1 月下旬 「蔵出しミカン」初出荷 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

1 月下旬 キンカン収穫始まる 串本町大島 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

 
 

令和２年度も熊野本宮観光協会では、 

新型コロナウイルス感染症への対策を講じたうえ

で、川湯温泉「仙人風呂」を開設しています。 
 
 期間は、令和２年１２月１日～ 

令和３年２月２８日まで（予定） 

 時間は、午前７時～ 

午後９時まで      です。 
 

是非、『蘇りの地、わかやま』の温泉で温まって

ください。 
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～編集後記～ 

 

年の瀬も押し迫ってまいりましたが、皆さんにおかれましては、お元気でお過

ごしでしょうか。 
先日、今年の新語・流行語大賞が発表され、年間大賞に「３密」が選ばれまし

た。その他にも感染症予防の観点から外出を控える「巣ごもり需要」に起因する

「愛の不時着（韓流ドラマ）」、「あつ森（ゲームソフト）」のほか、国の施策であ

る「アベノマスク」、「ＧｏＴｏキャンペーン」など、ベストテンには新型コロナ

と関連する言葉が８つも選ばれています。昨年１２月に中国の武漢で新型コロナ

ウイルス感染症の陽性患者が発見されて以来、世界中がこの感染症の渦に巻き込

まれた１年でした。 
現在も、感染が広がりを見せており、まだまだ注意して生活しなければいけま

せん。和歌山県庁も１か所に集まっての仕事納め式、仕事始め式は行わず、知事

の訓示を庁内放送で聞く予定です。さらに、国からの要請を受け、年末年始にお

ける休暇の集中を避けるため、１２月２５日から１月１１日までの間を「年末年

始休暇分散取得期間」と位置づけ、業務に支障の無い範囲で、職員が休暇を積極

的に取得することとしています。 
県内の寺社においても、令和３年の初詣は密集を避けるための工夫がされると

伺っています。例年多くの参拝客で賑わう熊野本宮大社（田辺市本宮町）では、

三が日を避けた分散参拝を呼びかけるとともに、参拝の順路を一方通行にするほ

か、通常は本殿手前で授与されるお札やお守りも、旧社地である大斎原（おおゆ

のはら）に設けた特設テントで授与されます。また、新年の祈祷も本殿ではなく、

明治２２年の水害で社殿が流されて以来、１３２年ぶりに大斎原で執り行われま

す。 
私も混雑を避け、時期をずらして初詣に出かけたいと考えています。 
 
皆さんにおかれましても、感染予防に留意され、新年はよいお年をお迎えくだ

さい。 
 
                     知事室秘書課長 中松 則夫 

 
 
 
 
   

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌山
に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと考え
ています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   

                   2020 年（令和２年）１２月 Nｏ.１５２ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


